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平面の表と裏の定義

法線ベクトル（ｖ）がabとacベクトルの外積で定義される場合、法線ベクトルは、
3つの点a、b、cの順序が時計回りの方向に発生します。
平面の表は、法線ベクトルと同じ方向です。
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平面に対する点Pの位置

OPベクトルと法線ベクトルのなす角度が90度未満の場合（sinの値は正）、
点Pは表側にあります。
OPベクトルと法線ベクトルの間の角度が90度より大きい場合（sinの値は
負）、点Pは裏側にあります。

表 裏



計算誤差について

• 対象物の大きさと点との位置関係などによっ
て、計算誤差が助長されることがある。

• 例えば・・・

基準となる２点
の距離が短い。

基準線から第３の点までの距離が著しく長い。

基準平面に対する対象の
点の位置が近すぎる。
基準平面に対する対象の
点の位置が近すぎる。



数値計算の罠
https://github.com/aujinen/Python-note/blob/master/Riken-Nakata-Yamanaka-Magic.ipynb

絶対値の大きな数値と小さ
な数値同士の演算が繰り返
されると、小さな数値自体が
ゼロと見做されたり、２倍程
度異なった値として扱われ
たりする。

絶対値の大きな数値と小さ
な数値同士の演算が繰り返
されると、小さな数値自体が
ゼロと見做されたり、２倍程
度異なった値として扱われ
たりする。

https://github.com/aujinen/Python-note/blob/master/Riken-Nakata-Yamanaka-Magic.ipynb

